
クラブテーマ

したことにより、本日のお話を踏まえて本年度の活動を
進めていくことができますこと、お礼申し上げます。
先ほどの懇談会では、本年度のRIテーマに含まれる「
UNITE」は団体・組織や時間を超えて手を取り合うとい
う意味があることをお話しいただきました。
田中ガバナーの所属される東京小金井ロータリークラブ
から東京国分寺ロータリークラブが誕生し、東京国分寺
ロータリークラブから東京武蔵国分寺ロータリークラブ
が誕生し、本日の合同例会へつながっているのも、時を
超えて手を取り合うことの一つの表れではないかと思い
ます。
本日の合同例会を機に、東京国分寺ロータリークラブと
東京武蔵国分寺ロータリークラブがUNITE　FOR GOODの
精神で国分寺地域での奉仕活動をより広めていくことが
できればと思います。本日の例会は、当クラブがホスト
として準備、打ち合わせなどを進めさせていただきまし
たが、不足の点がございましたらご容赦いただければと
思います。
後ほど予定いただいております田中ガバナーのお話を拝
聴してクラブの活動をますます発展させていきたいと思
います。会員の皆様にもよろしくお願いしまして、会長
の時間とさせていただきます。

司会：

SAA委員長

【開会点鍾】 東京国分寺RC 会長

東京武蔵国分寺RC 会長

【国歌・ロータリーソング】

「国歌」 「奉仕の理想」

ソングリーダー 会員

東京国分寺RC 会長
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様 【幹事報告】

東京国分寺RC

幹事

※詳細は週報にて報告

東京国分寺RC 会長 東京武蔵国分寺RC

本日はガバナー公式訪問にお越し下
さいましてありがとうございます。
ガバナーという大役を担って頂きま
して改めて敬意を表したいと思いま
す。
以下略。

幹事

7 月 日 （ ） 第1362回例会

8 月 4 日 （ ）

東京武蔵国分寺RC 会長 8 月 4 日 （ ） 第1365回例会・ガバナー公式訪問

本日はガバナー公式訪問ということ
で、田中ガバナー、河村ガバナー補
佐、清水グループ幹事、ご来訪いた
だきありがとうございます。多摩中
グループについては早い時期に公式
訪問スケジュールを予定いただきま

8 月 4 日 （ ）

8 月 4 日 （ ） 国分寺市長表敬訪問

8 月 4 日 （ ） 新会員歓迎会・7月8月誕生会

【お客様紹介】

【会長の時間】

【会長の時間】

2025．7．7

　　「来て見て知って
　　　　　　～つながるロータリー～」

週報国際ロータリー第2750地区　多摩中グループ

2025-26年度新会員オリエンテーション

東京武蔵国分寺ロータリークラブ

第1364回例会「ガバナー公式訪問」　報告
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【委員会報告】 【卓話】

東京国分寺RC 「2025-26年度RI強調事項及び地区運営方針」

★出席委員会／出席報告

委員長

※詳細は週報にて報告

東京武蔵国分寺RC 様

★出席委員会／出席報告

委員長 ロータリークラブの持続的発展には、戦略的な会員増
強、多様性・公平性・包摂性（DEI）を重視した運営、
社会貢献活動の積極的な推進が不可欠である。クラブの
ビジョンを共有し、地域・世界に良い変化をもたらすた
めに、会員一人ひとりが行動することが重要である。

会員数 44 名 免除 4 名

有効会員数 40 名

出席者 30 名 メークアップ済 2 名

出席者計 32 名 1 2025年度RI会長メッセージは『よいことのために手
を取りあおう』前々回の修正 なし

過去10年間の単位数の推移が示され、アジアを除く
すべての地域が2014年をピークに単位数を減らして
おり、アジア全体としては増加しているものの、日
本は単位数減少傾向にある。会員はロータリーの最
大の財産であり、会員増強の改善が重要視されてい
る。

東京国分寺RC

親睦活動委員会

委員長

※詳細は週報にて報告

2 会員数減少傾向と改善の重要性

東京武蔵国分寺RC ・多様な会員形態の導入（ウェブ会員、家族会員
　等）
・戦略的オープン例会の開催（計画・準備・招待・
　フォローを徹底）
・衛星クラブの設立（スポンサークラブの参加者に
　よる新しい形態）

親睦活動委員会

委員長

〇 会長 ・ 幹事

本日は、ガバナー公式訪問の合同例会です。国際
ロータリー第2750地区ガバナー田中靖様、国際ロー
タリー第2750地区多摩中グループガバナー補佐河村
勝久様、グループ幹事清水満明様、誠にありがとう
ございます。卓話を大変楽しみにしております。ど
うぞよろしくお願いします。

特定の目的や活動に特化した8人程度の衛星クラ
ブを設立することで、クラブ内外の会員のニーズ
に応え、会員数減少への対応策となる。衛星クラ
ブの会員はスポンサークラブの会員として扱われ
るため、会員数が減ることはない。

〇 会員 3 会員増強改善のための3つのヒント（多様な会員形態
の導入・戦略的オープン例会・衛星クラブ設立）会長時代、同期の田中ガバナーご昇進おめでとう

ございます。卓話の大変お上手な田中ガバナー、
これからも体調管理に留意され、世界のロータ
リーに向けてご活躍ください。

クラブ会員一人ひとりが分け隔てなく個性や能力を
発揮し、支え合い、尊重される雰囲気を持つクラブ
運営が重要。奉仕活動や親睦活動で感動体験を提供
することで、クラブへの愛着が深まり、退会を防
ぐ。

4 ＤＥＩ（多様性・公平性・包摂性）を重視したクラ
ブ運営

3年間のクラブ戦略計画を活用し、前年度の成果を評
価・修正しながら、3年後・5年後・10年後のクラブ
の理想像を話し合い、ビジョンを作成し、具体的な
活動を展開することが魅力的なクラブへの近道。

田中将太郎 国際ロータリー第2750地区多摩中グループ

ガバナー

田中 靖

韓　哲

出席率 80.0%

【ニコニコボックス】

土井 満春

鑓水　美生

村谷　晃司 山本　雄一

小林　康久



10 ロータリクエストと地区活動

ロータリクエストを展開し、奉仕活動、親睦活動、
会員増強活動など、様々なアクションをクエスト形
式で提案するプログラム。クラブ単位で参加し、ポ
イントを競い合い、最終的な幸福ポイントのクラブ
はガバナー賞を受賞。毎月のガバナー月󠄃信で上位ク
ラブを発表する。

6 ポリオ根絶活動と広報の強化 11 地区の推進事項と情報提供

2018年にインドのスラムを訪れ圧倒的な貧困を目の
当たりにしたが、現地の子供たちがポリオに罹患し
ていないことに気づき、ポリオ根絶活動の成果を実
感。2021年には世界ポリオデーのプロジェクトを主
催し、東京駅丸の内広場に500人以上が集結したイベ
ントを実施。ウクライナ避難民支援や環境セミナー
など多様な活動を経験。

地区の中心事項は多岐にわたり、時間の都合で全て
は発表できないが、地区のハンドブックを配信して
いるので確認を推奨した。

12 ロータリー財団と米山奨学金奨学生

ロータリー財団への寄付により世界中で奉仕活動が
実現されている。多くの人々がロータリーの力を必
要としているため、支援を呼びかけている。米山奨
学金奨学生は将来日本との架け橋となることが期待
されている。今年度も寄付と支援をお願いしてい
る。

 2020年8月にナイジェリアでポリオ根絶宣言がされ
たが、ロータリーの活動が世間に十分知られていな
いことに悔しさを感じ、広報活動を強化。JR東日本
の女性専用車両広告や有楽町駅前広場でイベントを
開催し、500人以上が参加。 13 地区大会と国際大会の開催

今年度の地区大会は2026年2月6日、7日に開催。従来
と異なる会場で、よりエンターテインメント色の強
い地区大会となる予定。国際大会は台湾で開催さ
れ、地区で1000人の参加を目標としている。2026年6
月14日にガバナーナイトも開催予定。

7 ウクライナ避難民支援活動の推進

日本の16地区が共同でウクライナの仮設住宅設置プ
ロジェクトを実施。ポーランドやフランス、ハンガ
リーに避難しているウクライナ避難民や留学中の
ロータリー財団奨学生への支援物資を届ける活動を
継続。今後はハンガリーのウクライナ避難民の子ど
もたちの学校への支援を重点的に行う予定。

14 UNITE FOR GOODの理念

UNITE FOR GOODはロータリーの過去から現在、未来
へと続く壮大なメッセージであり、手を取り合うこ
とでより大きなインパクトのある奉仕活動が実現で
きると強調。

8 環境問題への取り組み（ゴミ拾いイベント等）

6月5日の世界環境デーに合わせて、誰もが参加でき
るスポＧＯＭＩ（ゴミ拾いイベント）を開催。家族
や友人を誘い、会員候補者にも参加を促すことで、
クラブのイメージアップや会員同士の絆を深める。
環境問題は地球規模の課題であり、一人ひとりが考
え行動することが重要。

【謝辞】 東京武蔵国分寺RC 会長

【開会点鍾】 東京武蔵国分寺RC 会長

東京国分寺RC 会長

9 ロータリーの使命と平和活動の推進

 ロータリーの究極の目的は世界平和。来年5月開催
予定のロータリー平和ホームカミングデーのテーマ
は「平和」。アジア唯一のロータリー平和センター
から関係者を招き、平和活動について語り合う場を
設ける。ウクライナ避難民支援も地区をあげて推進
予定。

村谷　晃司

村谷　晃司

萩原　昌幸


